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沖縄のディアスポラの状況

一ホスト社会との関係性をめぐって－

鈴木規之

はじめに

沖縄には多くの異質な他者が存在する。ヤマトンチューまたはナイチャーとよばれる本土(日

本)出身者、在沖の外国人はヴィジブルな他者として存在する。また、かつて沖縄から外国に移

民し、さまざまな理由で沖縄に戻ってきた－世およびその子弟も他者として存在する。彼らの

多くは二世、三世、四世と世代を越えての帰沖となっている。ハイブリッドな人々を除いてそ

の他者Ｉ性はヴィジブルではないが、言語を中心とするハピトウスの異質性から日系人という他

者として扱われる。本稿では、沖縄社会の中で異質な他者として存在する人びとの中でも外国

人および日系人をディアスポラとしてとらえ、沖縄社会でのエスニック・マイノリティーとし

て位置づける’)。

本稿では明らかにしたいのは、このような沖縄におけるエスニック・マイノリテイーの人び

ととホスト社会としての沖縄との関係'性である。エスニック・マイノリテイーの人びとは沖縄

社会をどのようにまなざし、そして沖縄社会からまなざされてきたのか、またどのような関係

を結んできたのか、逆にホスト社会である沖縄の人びとが、外国人・日系人からどのようにま

なざされ、どのような関係性にあるのかを調査によって明らかにし、グローバル化の中で今後

の沖縄はどうあるべきかを考えていく素材としたいと考えている。そのために、２００２年８月

に統計(量的)調査を行い、同年１０～１１月にインタビュー(質的)調査を行った。

２００２年度は琉球大学法文学部人間科学科社会学専攻課程の２年次の学生および大学院生と

ともに主に統計調査を行い、有効票１５７票（うち外国人５６票、日系人１０１票）を得た後、１３

ケースのインタビュー調査を行った２)。方法としては、沖縄におけるエスニック・マイノリテ

イーの全体像をまず統計調査によって把握し、次いで、彼らが沖縄社会への定住過程で直面し

てきた諸問題に関するインタビュー調査を行った。サンプリングの方法は調査対象の特殊性か

ら統計調査についてはスノーボール・サンプリングである。インタビュー調査は、統計調査の

対象者の中で面接によるインタビューに応じてもよいとの回答を寄せた人の中から国籍、出身

地、世代を考慮して選定した。対象者については定住,性を重視する意味で数ヶ月以内に帰国の

予定が決定している人は除き、年齢は１８才以上とした。統計調査における質問項目は、移住・

移民を中心とする本人の属性、沖縄の人との交際の有無、地域生活、出身国の行事・イベント

への関わり方、沖縄文化への関心、子供の教育をめぐる期待と直面している問題、自治体サー

ビスの活用状況、そして米軍基地に対する意識などである。調査方法は、対象者の言語能力な

どを考慮して留め置き、面接、郵送を併用した。沖縄の定住外国人や帰国した日系人を対象と

するこの種の統計調査は、これまで行われたことがなかったものである３)。

本稿では、以上のような問題意識のもと、沖縄におけるデイアスポラである日系人や外国人

の状況をホスト社会である沖縄との関係性の視点から分析を行う。

－３１－



１．沖縄における外国人の現状

沖縄における外国人の現状であるが、法務省入国管理登録課「都道府県別。国籍別外国人員」

（平成１３年１２月末現在）によると、４００人以上が外国人登録を行っているのは、米国（1,897

人)、中国（1,893人)、フィリピン（1,608人)、韓国・朝鮮（520人)、ペルー（447人）の５

カ国となっている。しかしこの表には軍人・軍属であるアメリカ人や帰化をした日系人が含ま

れないため、実態とはかなりずれ、沖縄に居住している筆者の実感ともかなり異なる。基地を

表１外国人登録国籍別人員調査票（平成１３年１２月末日現在）
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※法務省入国管理局登録課「都道府県別・国籍別外国人登録人員」（平成１３年１２月末現在)に基づく。
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背景としたヴィジブルなアメリカ人の圧倒的な存在感、多くの場合ヴィジブルではないが異な

るハビトウスをもつ1=|系人の存在感は､沖縄社会にとって数値以上に大きいものとなっている。

次に自治体ごとの外国人登録者であるが、沖縄本島南部に位置する那覇市（1601人)、中部

の基地周辺である沖縄市（1151人）および宜野湾市（978人）の11頂に多くなっている。那覇市

には中国人が多く、沖縄市、宜野湾市にはアメリカ人、フィリピン人が多い。沖縄市のコザを

中心とする米軍基地周辺では、Ｙナンバー（軍人・軍属用）の車が日本ナンバーの車を上回る

時間帯。場所もあり中部の歓楽街や商店街、ショッピングセンターではアメリカ人の姿が目を

引く。このように登録者数を大きく上回る外国人と共住しているのがホスト社会沖縄の現実で

ある。

表２福岡入国管理局那覇支局管内市。区別外国人登録者（平成１２年末現在）

その他米国ハミノレー中国 ブラジル市・区 総数 フィリピン韓国・朝鮮

那覇市 5５ 2２３ 1３２沖縄県 1９４3７1，６０１１１１９１１８４１

日石川市 6０

２
－ 3７1５３1２２

7６ １６具志川市 ５ 2０ 3７1８４ 1９11

1３０宜野湾市 2５８ 4０ 2６２2０６ 1５6７9７８

平良市 ロ ７８１119 ７ 1４

1

石垣市 8７７１ 1７３2４ ４１2４３

1９０浦添市 8３ 1３１１９２3２ 1２２ 1５5４７

名護市 3０５ ４１1３ 3９6９2１１ 1４

糸満市 4３2４4３３1５８ 3３1１

沖縄市 3７５ 1４９3３３ 1２６1０８ 1４１，１５１ 4６
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２対象者の属性

ここで、調査対象者の属性についてふれておこう。

表３日系人／外国人別とＦ１（性別）のｸﾛｽ表

Ｆ１（性別）

男性｜女性

日系人／

合計外国人別

日系人度数

比率％

4８ 1015３

47.5％ 100.0％52.5％

外国人度数

比率％

5５3４ 2］

100.0％61.8％ 38.2％

合計度数

比率％

6９ 1５６8７

55.8％ 44.2％ 100.0％
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１０コ
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外|工|人度数

比率％ 6ユ
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まず`性別であるが、調査対象となった日系人は男性が52.5％、女性が47.5％、外国人は男性

が61.8％、女性が38.2％である。

表４曰系人／外国人別とＦ２（年代）のｸﾛｽ表

２０ｔ以下１３０代４０代６０代以
１６

１６，

ｌＯＯ

ｌＯＯＤ

３１．４ ｌＯＯＯ

１５９０

１５１

１００．０

次に年代であるが、調査対象となった日系人は２０代以下が２８．０％、３０代が２８０％となり、

年齢層が上がるにつれて割合が減少している。外国人は、４０代の対象者が31.4％と最も多く、

２０代以下（255％）３０代（176％）の||頂となっている。

表５日系人／外国人別とＦ３（職業）のｸﾛｽ表

０００

■聰■■■隠囚田田町用■、■雨

職業については、日系人は一般従業者３４．７％、自営業１５８％、アルバイト・パート１５．８％

の順になっているが、外国人は自営業２３．６％、経営者２１．８％となっており、外国人の社会的地

位は日系人よりも高い。

表６曰系人／外国人別とＦ４（職業内容）のｸﾛｽ表

一一二泊寸

職
７８

１００．００１１．５ ６．４０

２４

０８

１７

１８０

0．００ 00, １０００，

外国人。：＆ １８
■

■

８０

１２５

１０００

１１
■■

■■

■

■

６４

１６

１２．８％

職業内容については日系人は販売・サービス職３０．８％、技能・生産工程労働職が２０．５％と

下層の労働力が多くを占めているのに対して、外国人は販売・サービス職とその他が３８．３％を

占め、技能・生産工程労働職が全くないといった際だった特徴をみせている。

－３５－

日系人／

外国人別

Ｆ２（年代）

20代以下 30代 40代 50代 60代以上 合計
日系人度数

比率％

2８

28％

2８

28％

2０

20％

1６

16％

８

8％

1００

１００％

外国人度数

比率％

1３

25.5％

９

17.6％

１６

3Ｌ４％

８

15.7％

５

9.8％

5１

100.0％

合計度数

比率％

４１

27.2％

3７

24.5％

3６

23.8％

2４

15.9％

1３

8.6％

1５１

100.0％
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図人別

Ｆ３（職業

経営者
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者
公務員 自営業

家族従業者（目

営業の）

）

家事専従者（主

婦・主夫・家頑

手伝い）
無職 学生

アルバイト.

パート その他 合計

日系人度数

比率％

６

5.9％

3５

34.7％

1

Ｌ0％

1６

15.8％

０

0.0％

６

5.9％

４

4.0％

８

7.9％

1６

15.8％

９

8.9％

1０１

100.0％

外国人度数
比率％

1２

21.8％

５

9.1％

２

3.6％

1３

23.6％

３

5.5％

４

7.3％ 0.0％

３

5.5％

５

9.1％

８

14.5％

5５

１００．０％

合計度数
比率％

1８

lＬ５％
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25.6％

３

1.9％
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３

1.9％

1０
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４
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1１
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2１

13.5％

1７
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1５６
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日系人／外

国人別

Ｆ４（職業

専門技術

職

経営管理
職

事務職
販売・サービ

ス職

内容）

技能・生産工程

労務職 農林漁業 その他 合計

日系人度数

比率％

９

11.5％

６

7.7％

５

6.4％

2４

30.8％

1６

２０５％

1

1.3％

1７

21.8％

7８

100.0％

外国人度数

比率％

２

4.3％

６

12.8％

３

6.4％

1８

38.3％

０

0.0％

０

0.0％

1８

38.3％

4７

100.0％

合計度数

比率％

1１

8.8％

1２

9.6％

８

6.4％

4２

33.6％

1６

12.8％

１

0.8％

3５

28.0％

1２５

100.0％



表７日系人／外国人別とＦ５（出生地）のｸﾛｽ表

外国

１５

１５１００ 1．０，

８３

８３．８００

９９

１００００

７５ 0．００

４９

９２４０ １００．０％

１９

１２５ 0．７，

１３２

８６．８００

１５２

１０００００

出生地については、日系人は16.2％が沖縄（152％－１５人）・日本（1.0％－１人）の出生で、

838％が外国で生まれている。外国人については、９２５％が外国で生まれ、7.5％が沖縄で生ま

れた２世であった。

表８日系人／外国人別とＦ６（世代・曰系人のみ）のｸﾛｽ表

１１ 100

１．１，

調査対象となった日系人は、１世（日本・沖縄出身者で外国への移住後沖縄へ戻ってきたケ

ース）が１７２％（母数が異なるため、前項Ｆ５のクロス表の数字と異なる）、２世39.8％、３

世37.6％となっている。

表９日系人／外国人別とＦ７（国籍）のｸﾛｽ表

四四匹■剛■~＝－－
田淫君田耶囚■■■■■■盃ｉ
巴凹旺覇国■■■■■■鰯、■画、
■匹鯛瓜田■■田■閥田■

日系人の国籍であるが、帰化をした日本国籍取得者35.4％を除くと、ペルー38.5％、アルゼ

ンチン８３％、ブラジル6.3％、ボリビア4.2％の||直になっている。帰化した人のもとの国籍は

ペルーとブラジルが多くなっている。外国人の国籍は北米（アメリカ・カナダ）32.7％、イン

ド19.2％、フィリピン9.6％、中国・台湾9.6％の順になっている。フィリピンおよび中国・台

湾の割合が沖縄の外国人登録者数と比べて極めて小さくなっているのは、フィリピン人のほと

んどがエンターテイナーとして入国しているが､隠れて禁止されている接客をする場合が多く、

昼間外出することが少ないため対象者になりにくかったこと、中国・台湾の人たちは沖縄の中

で外見的に外国人ととらえにくいためスノーボール・サンプリングの中では対象者となりにく

かったことが考えられる。

－３６－

日系人／外

国人別

Ｆ５（出生地）

沖縄
日本(沖縄以外

の地域） 外国 合計

日系人度数

比率％

1５

15.1％

１

1.0％

8３

83.8％

9９

100.0％

外国人度数
比率％

４

7.5％

０

０．０％

4９

92.4％

5３

100.0％

合計度数

比率％

1９

12.5％

１

0.7％

１３２

86.8％

1５２

100.0％

日系人／外

国人別

Ｆ６（世代・日系人のみ）

１世 ２世 ３世 ４世 ５世 合計

日系人度数

比率％

1６

17.2％

3７

39.8％

3５

37.6％

４

4.3％

１

１．１％

9３

100.0％

合計度数

比率％

1６

17.2％

3７

39.8％

3５

37.6％

４

4.3％

１

１．１％

9３

100.0％

ロ系人／外

四人別

Ｆ７（国協

ペルー
アルゼン

チン
ボリビア ブラジル

その他南
米

）

1上米（アメリ

力・カナダ） インド
フィリピ

ン

中国・台

湾

その他ア
ジア

オセアニ

ア

ヨーロッ

'《
日本 合計

日系人度数

比率％

3７

38.5

８

8.3

４

４．２

６

6.3

１

1．０

２

2．１

0

０．０

２

2．１

２

2．１

０

0.0

0

0.0

0

0.0

3４

35.4

9６

100.0

外国人度数

比率％

０
０ １

1.9

１

1.9 1．９

0

0.0

1７

32.7

1０

19.2

５

9.6

５

9.6

４

7.7

１

1.9

１

1.9

６

1１．５

5２

100.0

合ｉ)＋度数

比率％

３７

25.0

９

6.1

５

3.4

７

4.7

１

0.7

1９

1２．８

1０

6.8

７

4.7

７

4.7

４

2.7

１

0７

１

０．７

4０

27.0

1４８

100.0



表１０日系人／外国人別とＦ８（母語）のｸﾛｽ表

日系人：数
比率

６８

７２．３

１４

１４．９ ２．１ ２．１ 0.0 ０．０

９４

１００．０

外国人度

比率 ５．７ １．９ １．９

２２

４１．５

■

■

１５．１

■

■

１５．１

５３

１００．０

合計度７１１５２５１０：１４７
比率％４８．３４．１１０．２17.0６．８４．８５．４３．４100.0

母語については、日系人の１４９％は１世であるため日本語（ウチナーグチ）である。２世以

下ではスペイン語が72.3％、ポルトガル語5.3％となっている。外国人では、英語４１５％、中

国語（地域の言語を含む）15.1％、ヒンデイ語（インド系）15.1％、タガログ語（フィリピン

系）9.4％となっている。

表１１日系人／外国人別とＦｇ旧本語会話能力）のｸﾛｽ表

話せる 大体話せる
あまり話せ

ない

まったく話

せない

５４

５３．５

３０

２９．７

１６

１５．８ 1.0

１０１

１００．０

１９

３５．２

２８

５１．９ ３７

５４

１００．０

７３

４７．１

５８

３７．４

２１

１３．５

１５５

１００．０

日系人の日本語会話能力は、話せる53.5％、大体話せる29.7％、あまり話せない１５８％と話

せる人とあまり話せない人の幅があるのに対し、外国人の場合は大体話せる５１．９％と中位に集

中している。しかし、日系人・外国人とも漢字の読み書き能力は低く、日系人が外国人の能力

を若干上回るものの20％は漢字を全く読み書きできず30％はあまり読み書きできない。

表１２日系人／外国人別とＦ１２（宗教）のｸﾛｽ表

日系人／外

国人別 洲ﾌﾟｰﾄｯ鋤'|ｲｽﾗﾑ 仏教
ン

_教 ﾕﾀﾞﾔ教lその他|特に札
日系人度数

比率

５５７１９０１８１５９６■

■

５２５９４１０９４００１０８３１５６１０００

外国人１０１１０５１００４１２５２

比率％１９２２１２００９６１９２００７７２３１１０００

１５６８１１４１０１１２２７１４８ロロ

比率％101４５９０７９５６８０７８１１８２１０００

日系人はラテンアメリカからの帰国者が多いため、キリスト教カトリックが59.4％と集中し

ている。また外国人はキリスト教カトリック、プロテスタント、ヒンドゥー教がいずれも20％

前後である。

－３７－

日系人／外

国人別

Ｆ８（母詫

スペイン

語

ポルトガ

ル語
日本語 英語

）

中国鰭（北京

語・広東厩・台

湾溺）

タガログ

語

ヒンディ
語

その他 合計

日系人度数

比率％

6８

72.3

５

5.3

1４

1４．９

３

3.2

２

2.1

２

2．１

０

0.0

0

0.0

9４

100.0

外国人度数

比率％

３

5.7

１

1．９

１

1．９

2２

4１．５

８

1５．１

５

9.4

８

1５．１

５

9.4

5３

100.0

合計度数
比率％

７１

48.3

６

4．１

1５

1０．２

2５

17.0

1０

6.8

７

4.8

８

5.4

５

3.4

1４７

100.0

日系人／外

国人別

Ｆ９（日本語会話

△
円
同 自力）

話せる 大体話せる
あまり話せ

ない

まったく話

せない
合計

日系人度数
比率％

5４

53.5

3０

29.7

1６

1５．８

１

1.0

101

100.0

外国人度数

比率％

1９

35.2

2８

5１．９

５

9.3

２

3.7

5４

100.0

合計度数

比率％

7３

47.1

5８

3７．４

2１

1３．５

３

1．９

1５５

100.0

日系人／外

国人別

Ｆ1２（宗調

キリスト教プロ

テスタント

キリスト数カト

リツタ

イスラム

教
仏教

）

ピン

ドゥー教
ユダヤ教 その他 特になし 合計

日系人度数

比率％

５

5.2

5７

59.4

１

1.0

９

9.4

０

0.0

１

1．０

８

8.3

1５

１５．６

9６

100.0

外国人度数

比率％

10

1９．２

1１

２１．２

0

0.0

５

9.6

1０

1９．２

０

0.0

４

7.7

1２

2３．１

5２

100.0

合計度数

比率％

1５

1０．１

6８

45.9

１

0.7

1４

9.5

10

6.8

１

0.7

1２

8.1

2７

1８．２

１４８

100.0



表１３曰系人／外国人別とF1４（最終学歴）のｸﾛｽ表

小学校中学校高校専門学校掌鰯}大その他
日系人度

比率

２０

２１．１

２５

２６．３

１８

１８．９

２７

２８．４

９５

１００．０

外国人度数
比率

２８

６６．７

４２

１００．０

合計度数

比率 ２．９

２１

１５．３

３２

２３．４

２２

１６．１

５５

４０．１

１３７

１０００

学歴については外国人の66.7％が大学レベルの教育を受けているのに対して、日系人は

28.4％にとどまり、小卒、中卒の割合も高い。このように、学歴には大きな差がある。

表１４日系人／外国人別とＦ１４（変化歴）のｸﾛｽ表

日系人；

比率％

３４

３５．８

６１

６４．２

９５

100.0

外国人Ａ

比率％

■

■

２１．１

３０

７８．９

３８

１００．０

合計度

比率

４２

３１．６

９１

６８．４

１３３

１００．０

そして、移動の中で国境を越えた転校または進学を、日系人では35.8％、外国人では２１１％

が経験している。

表１５日系人／外国人別とＦ１６（家族構成）のｸﾛｽ表

日系人度数

比率

１４

１４．３

４０

４０．８ １．０

１２

１２．２

１０

１０．２

１４

１４．３

９８

１００．０

外国人度数

比率 １８．０

１１

２２．０

１５

３０．０ ６．０ ８．０ ８．０

５０

１００．０

合計度

比率ツ

２３

１５．５

１８

１２．２

５５

３７．２

１５

１０．１

１４

９５

１８

１２．２

１４８

１００．０

日系人は夫婦と未婚の子供の２世代が40.8％、単身14.3％、３世代同居１２２％の順となって

いるのに対し、外国人は未婚の子供の２世代が30.0％、夫婦のみ２２０％、単身18.0％の順と

なっている。日系人の場合はトートーメー（位牌）の問題から親である１世を呼び寄せた祖父

母の世代との同居が多いのが特徴である。

－３８－

日系人／外

国人別

Ｆ1４ (最終学歴）

小学校 中学校 高校 専門学校
大学（短大・大

学院含む） その他 合計

日系人度数
比率％

３

3.2

2０

２１．１

2５

26.3

1８

1８．９

2７

28.4

２

2．１

9５

100.0

外国人度数
比率％

１

2.4

１

2.4

７

1６．７

４

9.5

2８

66.7

１

2.4

4２

100.0

合計度数

比率％

４

2.9

2１

15.3

3２

23.4

2２

1６．１

5５

40.1

３

2.2

1３７

100.0

日系人／外

国人別

F1４（変化Ｉ

あり なし

置）

合計

日系人度数

比率％

3４

35.8

6１

64.2

9５

100.0

外国人度数

比率％

８

2１．１

3０

78.9

3８

100.0

合計度数

比率％

4２

31.6

９１

68.4

1３３

100.0

日系人／外

国人別

Ｆ１６ (家族構成）

ひとり 夫婦のみ
夫婦と未婚の子

どもの２世代

夫婦と既婚の子

どもの２世代

３世代同居（親

や祖父母､息

子・娘夫婦、孫

など）

友人・知

人
その他 合計

日系人度数

比率％

1４

1４．３

７

7．１

4０

40.8

１

1.0

1２

1２．２

1０

1０．２

1４

1４．３

9８

100.0

外国人度数

比率％

９

18.0

1１

22.0

1５

30.0

４

8.0

３

6.0

４

8.0

４

8.0

5０

100.0

合計度数

比率％

2３

15.5

１８

12.2

5５

37.2

５

3.4

1５

10.1

1４

9.5

1８

12.2

148

100.0



表１６曰系人／外国人別とＦ１７（居住地域）のｸﾛｽ表

北部中部南部

日系人度数

比率

６５

６７．０

２８

２８．９

１００

４８．０

外国人又･･･,

比率 0.0

４０

８３．３

■

■

１６．７

１００

１４５．０

合：数
比率 ２．８

１０５

７２．４

３６

２４．８

１００

１００．０

調査対象となった日系人の６７．０％が中部に、２８．９％が那覇のある南部に居住している。北部

に１４．１％が居住しているように、１世の出身地に戻るケースも多い。一方、外国人の８３．３％は

コザがあり、また基地の多い中部に居住しているのが目立つ。

表１７曰系人／外国人別とＦ１８（居住形態）のｸﾛｽ表

日系人度数

比率

３１

３１．６

５７

５８．２ 0.0 ２．０

９８

100.0

外国人度数

比率

１７

３２．７

３１

５９．６ ３８ 0.0

５２

１０００

合度

比率

４８

３２．０

８８

５８７

１０

６．７

１５０

１０００

住居形態については、日系人・外国人ともに大きな差はなく、借家・アパート・賃貸マンシ

ョンがともに６０％弱、一戸建て持ち家が３０％強である。日系人と外国人には、前項で論じたよ

うに経済的格差があるが、日系人の場合は１世の実家に居住することも多いため、一戸建て持

ち家との回答が多くなっていると思われる。

表１８曰系人／外国人別とＦ１９（個人所得・年間）のｸﾛｽ表

日系人犀数

比率

３４

５５．７

１７

２７．９ 00

６１

100.0

外国人度数

比率

１２

３８７ ２２．６ ００ ３．２

１０

３２．３

３１

１００．０

４６

５０．０

２４

２６．１ ４３

１３

１４．１

９２

100.0

対象者の年間個人所得であるが、日系人の55.7％が無職を含めた２００万円未満、２００万円以

上４００万円未満の27.9％を加えると８０％以上が４００万円未満の所得である。これに対して、

外国人は４００万円以上の所得者が４０％おり、そのうち1,000万円以上の高所得者が32.3％も

いる。日系人と外国人では所得に大きな開きがある。
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日系人／外

国人別

Ｆ1７（居』 主地力

北部 中部

侭）

南部 合計

日系人度数

比率％

４

4.1

6５

67.0

2８

28.9

100

48.0

外国人度数

比率％

０

0.0

4０

83.3

８

1６．７

100

145.0

合計度数
比率％

４

2.8

1０５

72.4

3６

24.8

1００

100.0

日系人／外

国人別

F1８（居住ｿ

一戸建て

持ち家

借家、アパー

ﾄ､賃貸マン
ション

社宅・官

舎など

夢態）
間借り（親戚や

友人の家で同
居）

その他 合計

日系人度数

比率％

3１

31.6

5７

58.2

0

0.0

２

2.0

８

8.2

9８

100.0

外国人度数

比率％

1７

32.7

3１

59.6

２

3.8

０

0.0

２

3.8

5２

100.0

合計度数
比率％

4８

32.0

8８

58.7

２

1.3

２

1．３

1０

6.7

150

100.0

日系人／外

国人別

Ｆ1９（個人所得・年間）

200万円末

満

200万円以

上～400万

円未満

400万円以

上～600万

円未満

600万円以

上～800万

円未満

800万円以

上～1000万

円未満

1000万円

以上～
合計

日系人度数

比率％

3４

55.7

1７

27.9

３

4.9

４

6.6

0

0.0

３

4.9

６１

100.0

外国人度数

比率％

1２

38.7

７

22.6

１

3.2

０

0.0

１

3.2

1０

32.3

3１

100.0

合計度数

比率％

4６

50.0

2４

26.1

４

4.3

４

4.3

１

1．１

１３

1４．１

9２

100.0



以上が対象者の属性であるが、デイアスポラという一つのカテゴリーで捉えている日系人、

外国人もかなり多様であり、とりわけ、日系人・外国人の大きな差異、またそれぞれの中での

差異があることがここでの分析から明らかになった。しかし、日系人、外国人とも基地を中心

とする中部に集中し生活圏をお互いに共有するという関係性にある。外国人は、第２次世界大

戦後の占領・統治をきっかけとして来沖・定住したアメリカ人、軍人・軍属として来沖・定住

したインド人やフィリピン人など基地との関係が非常に強い。フィリピン人は、戦後まもなく

軍人や軍属として来沖・定住したパターンと１９８０年代以降エンターテイナーとして来沖・居住

しているパターン（基本的には半年で入れ替わる）の２つがある。そして彼らのほとんどが沖

縄市､宜野湾市などの中部に居住している（フィリピン人エンターテイナーは金武町にも多い)。

これに対し、中国人・台湾人は那覇を中心とした地域に居住し貿易、商業などに従事している

場合が多い。日系人は、１９７０年代よりブラジルからの、１９８０年代にはペルーからの帰国者が出

始めたが、帰国直後は言語の問題から基地周辺に居住し、米軍相手のレストランやバー、ショ

ップ（スーベニア）などで最初の職を見つけるのが典型的である。基地内労働者として働く者

もいる。現在では、北谷町のフリーマーケットに出店する日系人も多く、米軍人を顧客にして

いる場合が多くなっている。このように、日系人・外国人は多様であるが、沖縄社会をどのよ

うにまなざし、どのように関係を結んでいるのかを次に分析しよう。

３．日系人、外国人の状況とホスト社会沖縄との関係

（１）沖縄社会へのまなざし

まず日系人・外国人の沖縄社会へのまなざしをみてみよう。意識の上では日系人・外国人と

もホスト社会沖縄に肯定的である。親しみ、住みやすさ、近隣と馴染んでいる、沖縄が好き、

住み続けたいといった意識が単純集計でもみてとれる。

しかし、現実には、ホスト社会沖縄との関係において問題が多い。量的調査からも、沖縄生

活の中での不都合な点については言葉の問題(37.1％)の次に、習慣が違う(25.2％)、価値観が違

う(19.9％)、国籍の違いを問題にされた(17.9％)、人間関係(11.3％)などが回答されており、ハ

ピトウスをめぐる軋礫が生じていることがわかる。次に日系人・外国人であるために沖縄の人

との間でトラブルがあったときに不利だと思うことがあるかとの問いには、６４％がよくある、

39.5％がときどきあると回答しており、表面には出てこない意識の上での問題が析出できる。

質的調査からもホスト社会沖縄に対するネガティブな表象が頻出する。このようなギャップの

理由としては、沖縄に住んでいることを対象者が総体として肯定的に捉えたいこと、ホスト社

会・沖縄の側からの調査であること、またサンプリングの方式から沖縄社会に適応している人

に調査票が渡りがちであり、回答も適応している人から返ってきがちであることが考えられる。

(2)文化変容

日系人（２世以降）・外国人ともに、出身国の料理を食べ、イベントや行事に参加、エスニッ

クレストランへ行くなど、文化を変容しつつも維持する傾向が見られる。そして、エイサーや

琉舞、三線など沖縄文化への関心を示し、日系人の場合は、それらに加えてトートーメーヘの

－４０－



関心が高い。調査対象の日系人の73.7％がトートーメーに関わる行事（清明祭、お盆、十六日

祭）に参加し、62.5％がトートーメーの継承に関心があると答えている。

(3)エスニック組織・親族組織

ここではエスニック組織や親族組織について論じる。日系人では、エスニック組織に対して

は上の世代ほど、はっきりとした所属意識、実感がある。表１９に示すように、５０代以上では

50％以上が所属しているが、４０代では３１６％、３０代では25.9％、２０代では14.3％となって

いる。エスニック組織とともに、親族組織も若い世代ほどそのネットワーキングは機能しなく

なる。日系人にとって親族ネットワーク（日系人）は帰国初期のみに有効であるが、その後は

エスニック・ネットワーク、職場でのネットワーク（職を求めるまでは友人のネットワーク）

が重要となる。次に外国人であるが、アメリカ人は基地を中心とした堅牢な関係性を築いてい

る。そして、インド、フィリピン、台湾などは各エスニックごとに組織を持ち、関係性は強い。

表１９年代と問１６（エスニック組織への帰属）のｸﾛｽ表

所勵｜旗いい|寧鰍｡
所属し

ない

20代以下度数

比率 １４．３

１７

６０７ 25.0

２８

１００．０

30代度数

比率 ２５．９

1７

63.0 １１．１

２７

１００．０

40代度

比率 ３１．６

１１

５７９ １０．５

１９

１０００

50代度数

比率 ６０．０ ４０．０ ００

１５

１０００

60代以上度数

比率 ５７．１ ４２．９ 0.0 １００．０

合６－数

比率

３０

３１．３

５４

５６．３

１２

１２．５

９６

１００．０

（４）沖縄社会への違和感

まず、外国人であるが、国籍が違うこと、国籍や言語の問題から住居が借りられない、保証

人が見つからない、高い家賃を請求されるなどの問題で、被差別感を感じる人もいる。一方、

日系人は「習慣・価値観」の違いにおいて、沖縄に違和感を感じている。そこには、同じウチ

ナンチュー、日本人なのにという日系人の思い（44.1％がウチナンチュー、9.0％が日本人との

アイデンティティを持つ）がある。彼らの多くは、出身国の日系社会で日本人あるいはウチナ

ンチューとして育てられたという経験がある。しかし、知らずしらずのうちに出身国のハピト

ウスが身についていた。ところが、沖縄社会ではその顔つきや名字から沖縄育ちのウチナンチ

ュー（日本人）と変わらないようなふるまいを期待されるため、日本語の能力や出身国で身に

ついたハピトウスが問題とされる。そして、住居の選択、近所づきあい、教育、仕事（特に雇

用面）など、様々な場面での日系人の人々のホスト社会への入り込みにくさが実感され、大き

な違和感を持つのである。特に、職場では、日系人の64.6％が違和感・不都合を感じ、中でも

言葉（29.3％)、習慣（16.2％)、価値観（16.2％）の順で違和感が強くなっている。

－４１－

日系人

年代

問1６

所属してい

る

所属してい

ない
組織があるかど

うかわからない
合計

20代以下度数

比率％

４

1４．３

1７

60.7

７

25.0

2８

100.0

30代度数

比率％

７

25.9

1７

63.0

３

1１．１

2７

100.0

40代度数

比率％

６

31.6

1１

57.9

２

1０．５

1９

100.0

50代度数

比率％

９

60.0

６

40.0

0

0.0

1５

100.0

60代以上度数

比率％

４

5７．１

３

42.9

0

0.0

７

100.0

合計度数

比率％

3０

31.3

5４

56.3

1２

12.5

9６

100.0



（５）多文化な場としての基地の容認

沖縄におけるデイアスポラを論じる際に、基地との関係を論じる必要があるのはいうまでも

ない。日系人・外国人の基地への意識を問うたものが以下の表である。

表２０日系人／外国人別と問４９（基地との関係）のｸﾛｽ表

日系人度

比率

３１

３２．０

１８

１８．６

１５

１５．５

１９

１９６

９７

１００．０

外国人度

比率

３０

５５．６ １３０ １１．１ 1１．１

５４

１００．０

合度

比率

４４

２９．１

３８

２５．２

２４

１５．９

２０

１３．２

２５

１６．６

１５１

１００．０

外国人は56.6％が基地の存在に賛成､13.0％がどちらかといえば賛成となっているのに対し、

日系人は賛成１４４％、どちらかといえば賛成３２０％と外国人の方が賛成の割合が多い。賛成の

理由としては、外国人、日系人とも沖縄の経済の活性化の重要性を１位に挙げているが、２位

では外国人はアジア・世界との国際関係の重視を、日系人は文化の多様化を挙げている。ペル

ー出身者のミュージシャンＡも､基地の存在がなければ自分たち日系人は存在できないとして、

経済の一つの中心として、また多様な文化の場としての基地の存在を容認していた。

（６）観光への関心

沖縄に存在するアメリカ文化は、コザ（沖縄市）など中部地域のアメリカ的雰囲気やステー

キハウス、アメリカ直輸入の菓子などがすでに観光資源の一つとなっている。職を見つけるの

が難しい日系人にとってその文化を観光資源とすることが入り込み戦略となるにもかかわらず、

「ラテンアメリカ村」のような構想はなかなか実現の方向にいかない。日系人の文化は、サル

サバー、丸焼きチキンをメインとするペルー料理、フェイジョアーダをメインとするブラジル

料理、そしてフリーマーケットに散見される屋台料理など、観光の資源となる潜在性は高い。

日系人の人々の意識も５０％以上が自文化を沖縄観光と結びつけたいと考えている。その傾向は

ペルー、ボリビアから帰国した日系人に強い。

(7)入り込み戦略としての言語の重要性

定住のための日本語教育と、日本語が母語でない場合の求職の際のアファーマテイブ‘アク

ションが、外国人・日系人には必要となってくる。デイアスポラの人びとにとって言葉は大き

な不都合（37.1％）だが、沖縄で学校教育を受けた人ではさらにそう感じる割合が高まる。そ

して45.6％が就学時に特別扱いをしてもらったと答えているが、その場合でも大きな緊張を伴

う場合が多くなっている。言語の問題は、定住を希望する人においては日本語を習得していく

中で徐々にではあるが解消の方向に向かう場合が多い。しかし、日本語が100％できないと雇

用されない職種も多く、デイアスポラの人びとにとっては職種の限定につながる。一方、定住

を希望しない外国人・日系人のためのホスト社会の多言語・多文化政策の必要性は大きい。日

－４２－

日系人／外

国人別

問４９

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

特に関心が

ない
合計

日系人度数
比率％

1４

1４．４

3１

32.0

1８

1８．６

1５

1５．５

1９

19.6

9７

100.0

外国人度数
比率％

3０

55.6

７

1３．０

６

1１．１

５

9.3

６

1１．１

5４

100.0

合計度数
比率％

4４

2９．１

3８

25.2

2４

1５．９

2０

1３．２

2５

1６．６

1５１

100.0



本語の問題から、自治体のサービスやサポートシステムの利用が難しいのである。英語のマニ

ュアルがあっても、担当者と意思の疎通ができない、スペイン語のマニュアルがないなどの事

例があった。そこで、日本語をある程度修得した日系人、外国人を自治体に積極的に登用すべ

きであろう。

(8)沖縄社会の入り込みにくさ４）

ホスト社会沖縄は、日系人にとって地縁・血縁関係をもとにしたアジール（避難所）にはな

り得ていない（期待していた心の安定がもたらされない)。それは、地縁・血縁関係を重視して

いた沖縄社会の変動が大きく反映していると思われる。そして、子女に関しては、日本語の問

題や、ラテンアメリカ文化の社会的活用の難しさが職業選択の不自由さにつながっているので

ある。

定住外国人にとっても沖縄は決して入り込みやすい場とはいえない。まず､短期の滞在では、

言語の問題で排除される。そして長期滞在の場合の問題としては、外国人であることで職種が

限定される。とりわけ、経済的な環境の悪さや社会の同質性が沖縄の問題である。たとえば、

フィリピン･インドなどの１世は､第２次世界大戦直後に米軍基地との関係で沖縄に移住した。

そして沖縄で生まれた子女は、日本語・英語とも問題ない場合が多いが、外国人として扱われ

るがゆえに職種が限定される。親の仕事を継承しない場合は、日本本土や外国に職を求めてい

く場合も多い。

(9)沖縄の日系人、外国人の特徴

日系人が本士では定住しない傾向が強く出稼ぎとして来る場合が多いが、沖縄では定住する

傾向が強い。その原因は、トートーメーの継承の問題や帰国時は血縁関係で呼び寄せられると

いう沖縄社会の親族構造の特質、そして出稼ぎの労働市場がないという経済的状況のためであ

る｡沖縄に一時的にいるだけでは稼げないため､一部は本土へ移動して出稼ぎをする日系人や、

沖縄出身でありつつも日本本土へ直接出稼ぎに来る場合も多いのである。

沖縄における非正規労働者および資格外就労者は、おもにフィリピン人女性（エンターテイ

ナーが接客をしたり、オーバーステイをする）と中国人である。本士に多い偽装日系人は、偽

装までして沖縄に来る経済的メリットがないために、ほぼいないのが現状である。

おわりに

本稿では、沖縄に定住するデイアスポラの人々を主に調査し、関連するアソシエーションや

自治体のセクション等にも聞き取りを行った。その結果、デイアスポラである日系人、外国人

の多様性や沖縄社会への入り込みにくさが明らかになった。今後は、デイアスポラの人々を沖

縄社会の側がどのようにまなざし、受け入れているか、換言すれば「イチヤリバチョーデー」

に表象される、外来の者にとって親しみやすい（入り込みやすい）社会だとする沖縄側の認識

の妥当性を検証するためにホスト社会の沖縄の側の調査研究が必要である。

－４３－



注

'）一般には沖縄の人々が外国への移民や日本本土への移住を通してデイアスポラと扱われる

ことが多いが、本稿では沖縄そのものをホスト社会としてとらえ、そこに居住する国境を越

えた移動を通した異質な人々をデイアスポラととらえる。ヤマトンチュー(ナイチヤー)とよば

れる本土出身者もデイアスポラ的な性質をもつが、沖縄が日本の一部となっている現状では

国境を越えた移動ではないことから、本稿ではデイアスポラとして取り扱わない。

2)本調査の成果は平成１３年～１５年度文部科学省科学研究費基盤研究(C)(2)(研究課題番号

13610211,『沖縄におけるデイアスボラのライフコース：ホスト社会との関係をめぐって』研

究代表者：鈴木規之)で発表されている。また、同報告書の中の学生のレポートのタイトルは

以下のようになっている。

菅村花菜子…「オキナワン・ディアスポラの教育」

友寄隆秀…「外国人と日系人、沖縄での生活におけるトラブル・困難一包摂と排除一」

小川一恵…「日系人・外国人の就労形態」

北上田源…「日系人・外国人にとっての米軍基地」

渡久地由実…「日系人の沖縄に対する愛着の世代間考察」

鈴木結…「ディアスポラな人々のトラブルと問題への働きかけ」

銘刈ぎん子…「地域社会との関わり～日系人と外国人～」

知花奈生子…「沖縄でのコミュニケーションの形態とそこに生じる文化葛藤」

平良一…「日系人のコミュニティのもつネットワークの『機能』と『生活」への影響」

岩戸亮太…「日系人・外国人の在沖米軍基地に対するイメージ」

川平大和…「パーソナルコミュニケーションから沖縄社会を考える」

吉野航一…「沖縄の帰国県系人と観光～南米への移民者を中心に～」

久保田真弘…「『外国人のアイデンティティ」国境の間をたゆたふ人々」

3）これまでの沖縄のデイアスポラについての研究には、以下のようなものがある。

筑波大学社会学研究室『オキナワから地球へ－－国家をこえる民際交流の可能性一一」筑波大

学社会学類１９８６年度調査報告、１９８７年。（ボガーダス尺度についての言及）

鈴木規之・玉城里子「沖縄のフィリピン人一定住者としてまた外国人労働者として－(1)」『琉

大法学」第５７号、琉球大学法文学部法政学科紀要、１９９６年。

鈴木規之・玉城里子「沖縄のフィリピン人一定住者としてまた外国人労働者として－(2)」「琉

大法学」第５８号、琉球大学法文学部法政学科紀要、１９９７年。

仲地博「反基地と国際化のはざまで」駒井洋・渡戸一郎編著『自治体の外国人政策一一内な

る国際化への取り組み－－」明石書店、１９９７年。

堂前亮平『沖縄の都市空間』古今書院、1997年。（インド人についての言及）

駒井洋（研究代表者）『在日外国人の価値意識』筑波大学社会科学系、１９９８年。（アメリカ人

についての言及）

野入直美「石垣島の台湾人一生活史にみる民族関係の変容一（－)」『人間科学』第５号、琉球

大学法文学部人間科学科紀要、２０００年。

野入直美「石垣島の台湾人一生活史にみる民族関係の変容一（二)」『人間科学』第８号、琉球

－４４－



大学法文学部人間科学科紀要、２００１年。

野入直美「アメラジアンと沖縄社会一デイアスポラから見るホスト社会としての沖縄一」西日

本社会学会編『西日本社会学会年報』No.２，２００４年。

4)沖縄は日系人・外国人が入り込みやすいと一般には思われている。たとえば外国人への偏見

を表すボガータス尺度を用いた筑波大学社会学研究室(1987年)の研究では、日本本土に比べ

て外国人への偏見は小さくなっている。しかし、沖縄のリアリティはこのような偏見の尺度

とは関係なく他者の入り込みにくさが表出しやすい。

(すずきのりゆき.法文学部教授・国際社会学）

－４５－


